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§§§§２２２２．．．．研究実施内容研究実施内容研究実施内容研究実施内容    

(文中に番号がある場合は（３－１）に対応する) 

 

本研究では、人間の知的活動の源泉ともいえる音声コミュニケーションをマルチモーダルな観

点で分析・モデル化した上で、セミナー・ポスター発表及び会議を対象として、リアルタイムに支援

したり、効果的なアーカイブ化を行うための情報環境を構築する。主な話者の発話内容を音声認

識して言語解析を試みるという従来のアプローチ（コンテンツに基づく処理）だけでなく、視線やあ

いづち・うなずきなどの聴衆の反応に着目した新たなアプローチ（インタラクションに基づく処理）を

導入する。知能化したセミナー室やポスターボードを構築し、実際のセミナーやポスター発表会で

実証実験を行う。さらに、音声認識システムについては、衆議院の新会議録作成システムを運用し

て得られる大規模なデータ・知見をフィードバックすることで、音響モデル・言語モデル（辞書）の

高精度化を行い、幅広い話し言葉音声の書き起こしに供することができるようにする。 

本研究の概要を図１に示す。 
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図１： 本研究の処理の概要
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平成 23 年度は、セミナー室とポスターボードといった共通的な基盤（プラットフォーム）を想定し

ながら、要素技術の本格的な実装・評価に注力した。特にポスター発表をマルチモーダルにアー

カイブ・分析するシステム（スマートポスターボード）については、要素技術を統合したプロトタイプ

を構築した。また音声認識については、衆議院のシステムの本格運用後も引き続き評価を行い、

講演などへの適用についても研究を進めた。 

具体的には以下の通りである。 
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○ 実験環境実験環境実験環境実験環境のののの整備整備整備整備ととととコーパスコーパスコーパスコーパス収集分析収集分析収集分析収集分析    

(1) 実験室環境実験室環境実験室環境実験室環境のののの整備整備整備整備：マイクロフォンアレイやカメラ群などのセンサ群を備えた電子掲示

板（スマートポスターボード）のプロトタイプを構築した。 

(2) コーパスコーパスコーパスコーパスのののの収集収集収集収集ととととアノテーションアノテーションアノテーションアノテーション：実験用データとしてポスター会話を新たに収集し、評

価に必要なアノテーションを行った。具体的には、日本語・英語同数の計１２セッション

収録し、音声の書き起こしに加えて、視線やうなずきなどのアノテーションを行った。 

(3) マルチモーダルマルチモーダルマルチモーダルマルチモーダル情報情報情報情報のののの分析分析分析分析・・・・抽出抽出抽出抽出とととと認知状態認知状態認知状態認知状態とのとのとのとの関連付関連付関連付関連付けけけけ：マルチモーダルな非言語

情報と認知状態について、特にポスター会話を対象として整理を行った。 

 

○ マルチモーダルマルチモーダルマルチモーダルマルチモーダル認識及認識及認識及認識及びびびび情報支援情報支援情報支援情報支援にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発    

(4) 音声認識音声認識音声認識音声認識：セミナーや講演などの音声認識のために、話者や話題に対してモデルを適

応する方法を研究した。特に、予稿集のテキストに基づいて、音声認識の言語モデルを

効率的に構築する方法を実現した。 

(5) 書書書書きききき起起起起こしのこしのこしのこしの整形及整形及整形及整形及びびびび構造抽出構造抽出構造抽出構造抽出：音声認識結果を整形し、句読点を挿入し

[文献 10]

、字幕

を生成する方法を研究した。 

(6) 聴衆聴衆聴衆聴衆をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした音響音響音響音響・・・・音声処理音声処理音声処理音声処理：マイクロフォンアレイを用いて、遠隔話者の発話を分

離・強調し、各話者の発話区間を検出する方法を研究した

[文献12-14]

。前記のスマートポス

ターボードを対象として実装を行った。 

(7) 聴衆聴衆聴衆聴衆をををを対象対象対象対象としたとしたとしたとした映像処理映像処理映像処理映像処理：複数のカメラを用いて、電子掲示板との位置関係をキャリ

ブレーションしながら、人物の顔と視線（顔の向き）などを検出する方法を研究した

[文献 26]

。

前記のスマートポスターボードを対象として実装を行った。 

(8) 聴衆聴衆聴衆聴衆のののの反応反応反応反応のののの認識認識認識認識：：：：視線やあいづち・うなずきなどの情報に基づいて、聴衆の反応を

予測するモデルを研究した

[文献３]

。 

(9) 質問応答及質問応答及質問応答及質問応答及びびびび情報推薦情報推薦情報推薦情報推薦：セミナーや講演・講義で話される専門用語を抽出する方法を

研究した。特に、複数の単語からなる用語や未知語を扱える手法を研究した

[文献 30]

。 

 

○ セミナーセミナーセミナーセミナー・・・・会議会議会議会議のののの支援支援支援支援システムシステムシステムシステムのののの構築構築構築構築とととと運運運運用用用用    

(10) 衆議院衆議院衆議院衆議院でのでのでのでの音声認識音声認識音声認識音声認識システムシステムシステムシステム運用運用運用運用：衆議院の新会議録作成システムが正式運用にな

った以降も継続的に音声認識の評価とモデルの更新を行った。文字正解率で 90%を

達成した。 

(11) 電子掲示板電子掲示板電子掲示板電子掲示板をををを用用用用いたいたいたいたポスターポスターポスターポスター発表発表発表発表：上記の要素技術を統合し、ポスター発表のアーカ

イブ・分析を行うスマートポスターボードのプロトタイプシステムを構築し、国際会議

ICASSP2012 においてデモ展示を行った。 

(12) セミナーセミナーセミナーセミナーのののの支援支援支援支援ととととアーカイブアーカイブアーカイブアーカイブ：「聴覚障害者のための字幕付与技術」シンポジウムにお

いて、音声認識を用いた講演の字幕付与のデモを行った。 
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§§§§３３３３．．．．成果成果成果成果発表等発表等発表等発表等    

 

（（（（３３３３－－－－１１１１））））    原著論文原著論文原著論文原著論文発表発表発表発表    
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（（（（３３３３－－－－２２２２））））そのそのそのその他他他他 

 

IEEE ICASSP 2012 （2012 年 3 月 27-29 日；京都国際会館）において、スマートポスターボード

システムのデモ展示を 3 日間にわたって行った。マイクロフォンアレイとカメラ群を備え、ポスターセ

ッションにおける音声・映像・視線などの情報を検出して記録することができる。多数の方が見学し、

興味を持たれていた。 

http://www.ar.media.kyoto-u.ac.jp/crest/  

 


